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はじめに

食道の良性腫瘍は一般にまれで,食 道嚢胞もこれま

での本邦文献上に45例lレ)が報告されているにすぎな

い。最近,わ れわれは集団検診のさいに偶然に発見さ

れたその 1例を経験したので報告する。

症  例

症例 i37歳,女 性.

主訴 :特になし,

家族歴 ・既往歴 :特記すべきことなし。

現病歴 :昭和62年 2月 4日 ,職 場検診の際,食 道胃

X線 検査にて胸部下部食道右側に表面平滑な腫瘍陰

影が発見された。通過障害はなかったが,食 道腫瘍の

診断のもとに昭和62年4月 20日当科に入院した.

入院時現症 t体格やや肥満.胸 部 ・腹部に異常所見

を認めず.血圧130/80mmHg,脈 拍数80/分,整.貧血,

黄痘なし.

入 院 時 検 査 所 見 : R B C  4 4 9 ×1 0 4 / m m 3 , w B c

8,100/mm3,Hb 13.lg/dl,Ht 39.4%,Pit 42.9× 104/

mm9,検 尿所見に異常なし。血液生化学検査値はいず

れも正常範囲.

食道 X線 検査所見 :食道の二重造影で胸部下部食

道右側壁に辺縁平で額半球状に内腔に突出する隆起性

病変が認められた (図 1).

胸部 computed tomography(CT)所 見 !胸部下部

食道に,食 道内腔に向かって突出する腫瘍陰影が認め

られる。腫瘍と食道壁との境界は不明瞭であるが,内

部の CT値 はほぼ均一である。CT値 から内部構造は
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図1 食 道二重造影.胸 部下部食道右側壁に辺縁平滑
な半球状の隆起性病変が認められる (矢印).

液状よりも実質性のものが考えられた。患者が拒否し

たため,術 前に内視鏡検査を施行することができな

かった。以上の所見より食道粘膜下腫瘍, とくに平滑

筋腫を疑い,同 年 4月 28日手術を施行した (図2).

手術所見 :左第 6肋間にて開胸.腫 瘍は完全に食道

壁内に存在していた。食道筋層を縦に切開すると,腫

瘍は周囲組織と癒着がほとんどなく粘膜とも無関係に

粘膜下組織内にあり,容 易に景J離摘出された。腫瘍は

肉眼的に嚢胞状であった,

術中内視鏡所見 :術中,腫 瘍摘出の前後に内視鏡観

察を行った,手 術操作前の所見では,健 常粘膜で完全

に覆われた隆起性病変が認められ,表 面にびらんない

し中心陥凹はみられなかった。嚢胞摘出後には粘膜を

通して食道外に透光を認めたが,粘 膜の欠損はなかっ

た (図3).

摘出標本所見 :嚢胞は径3.5×3cm大 のほぼ球形 ・
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図2 胸 部CT像 .胸 部下部食道に食道内腔に突出す

る腫易陰影が認められる (矢印).

図 3 術 中内視鏡写真.左 は腫瘍摘出前のもので,健

常粘膜で覆われた隆起性病変が認められるが,表 面

の不整はt7Aられない。右は摘出後の像で,隆 起性病

変は消失している.粘 膜の欠損は認められない。

図4 摘 出標本.豪 胞は径35× 3cm大 のほぼ球形・単

房性のものであった。内陸面は不規則であるが,特

に異常な所見は認められない。
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図 5 病 理組織像.嚢 胞壁の弱強拡大像 であ る

(HE,×30).不規則に配列する平滑筋組織が主体を

占め,一 部に炎症性細胞の浸潤が認められる。

図 6 病 理組織像。内陸上皮の強拡大像であ る

(HE .×17 0 ) .繊毛を有する高円柱上皮である.

革房性のものであった。嚢胞内容は黄自色の濃いやや

粘羽性のある液体で,培 養にて細菌の存在は認められ

なかった.嚢 胞壁は不規則に配列する平滑筋組織が主

体を占め,一 部に炎症性細胞の浸潤が認められた。内

腔上皮は繊毛を有する高円柱上皮に覆われていた (図

4,5,6).

以上の術中所見および摘出標本の病理組織学的所見

より最終的に食道嚢胞と診断された。

術後経過は良好で,手術後約 1か月で軽快退院した。

考  察

食道嚢胞は胎生 6～ 8週 に原始腸管より食道 ・気管

食道襲胞の
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表 1 食 道妻胞の本邦報告例

症例 報告年度 報告者 年齢 性 部  位 食道壁の内外 内陸上皮

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

1959

1960

1961

1961

1961

1962

1963

1969

1969

1971

1972

1972

1972

1972

1973

1973

1973

1973

1974

1974

1974

1974

1974

1975

1975

1975

1976

1977

1977

1977

1977

1977

1977

1978

1980

1980

1980

1981

1981

1983

1983

1984

1985

1986

1987

1988

稲 田

戸 田

松 本

門 脇

浜 口

河 西

稲 葉

菊 池

菊 池

鍵 山

浜 野

藤 井

斉 藤

吉 村

安 住

大 木

上 戸

浦久保

勝 部

田 島

吉 次

浜 路

鮫 島

矢 野

月 岡

月 岡

木 村

斉 藤

後 藤

小 林

千木良

千木良

高 鳴

原 沢

石 神

金 子

秋 山

渡 辺

回 中

渡 辺

蔦 田

里 村

横 山

平 岩

定 月

自験例

9

31

33

26

52

15

52

5

5

5

4

?

31

18

33

17

6

49

26

30

7

5

36

35

36

22

30

11

10

42

?

?

?

0

20

20

71

0

43

6

7

29

33

47

51

38

F

M

M

M

M

F

M

M

M

M

M

M

F

F

M

F

M

F

M

M

F

F

M

M

F

M

M

F

M

M

?

?

?

M

M

F

F

F

F

F

M

M

M

F

M

F

左上後縦隔

右 肺  門

右 肺  問

左下後縦隔

右下後縦隔

右上中縦隔

下 後 縦 隔

右上後縦隔

右上後縦隔

右 上 縦 隔

左中部食道

後 縦  隔

左下後縦隔

右 肺  門

右 後 縦 隔

右中部食道

右上後縦隔

前 縦  隔

左下部食道

右下後縦隔

右上後維隔

左 後 縦 隔

右下部食道

右 下 縦 隔

右 下 縦 隔

右 下 縦 隔

左下部食道

右中部食道

右 後 縦 隔

左 肺  門

不   明

不   明

不   明

右上後縦隔

右中郡食道

左 中 縦 隔

右中部食道

左 肺  門

右 上 縦 隔

左 後 縦 隔

右 後 縦 隔

不   明

右 肺  門

左 後 従 隔

右中部食道

右下部食道

外

内

外

外

外

刷

外

内

外

内

外

刺

内

外

内

内

外

外

内

内

外

外

内

刺

外

内

内

内

内

外

内

内

内

外

内

内

内

内

外

刺

内

内

外

内

内

内

重扇

重扁

重扁 (悪性)

不明

立方

不明

線毛

線円

線毛 。重痛

重扇 ・腸管

重扁

不明

線円

重扁

線毛

移行 ・線毛

線毛上皮

重扁 (悪性)

扁平 ,線毛

線毛

重痛 ・線円

重扁

線円

重扁

高円

移行 ・練円

線毛

線円

線円

重扁

不明

不明

重扁 ・線毛

線毛

不明

不明

線円

扁平

重痛 ・線円

重扁

線毛 ・重痛

線毛

線毛 ・扁平

重扁 ・線円

線円

線円

重扁=重層扁平上皮 ;立方=立 方上皮

高円=高 円柱上皮 ;移行=移 行上皮 ;
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支系が分化するさい,食 道原基の
一部が憩室状に遊離

発育した部分的重複と考えられている。本疾患の本邦

報告例は本例を含め46例にすぎない(表 1)。また同じ

腸管原基由来の気管支嚢胞症も同様の機序による気管

支原基の迷入によるものと考えられ,両 者の鑑別は非

常に難しい。両者の特徴的所見を対比してみると,食

道嚢胞は右後維隔中部より下部に多く発症し,ま た部

位の記載あきらかな41例中25例が食道壁内にある.本

例も右後縦隔の食道壁内に存在していた。気管支襲胞

は大部分気管 ・気管支に沿った中縦隔にあるが,全 体

の約 1害1に傍食道に位置するものが認められる
。。こ

のものと食道襲胞との鑑別が問題となり,病 理組織学

的に最終診断が下されている。その場合の鑑別診断に

おいて,内 腔を繊毛上皮で覆われ軟骨や粘液腺あるい

はその両方をそなえたものは気管支原性のものであ

り,内 腔が重層扁平上皮もしくは線毛上皮で覆われ,

その壁に前述のような構造がなくて筋層を有していれ

が食道原性のものと考えられている。本症例の襲胞は

円柱線毛上皮を有し,壁 には発達した平滑筋層がみら

れたが,軟 骨などの気管支系に特徴的な構造は認めら

れなかった。これらの所見より食道菱胞と診断された。

しかし,両者には移行型も存在するとされ,bronchial‐

esophageal cystとい う名称を唱えているものもい

る。.画 像診断では,他 の食道粘膜下腫瘍,と くに頻度

の高い食道平滑筋腫との鑑別が難しい。食道 X線 造影

では両者とも粘膜面にびらんや漬瘍形成がみられない

が,隆 起の形状が食道平滑筋腫では不整型を呈するこ

とが少なくない
。.CT像 では,内 部の CT値 が本例の

ように均一で50HU(Hounslleld Unit)前 後の高い値

を示すもの
1)と内部に20HU前 後のやや低い値を示し

造影効果のある壁を認めるものとがある
ついめ.後者の

ようなものは嚢胞と診断できるが,前 者では CT値 や

画像所見が食道平滑筋腫とはぼ同様で,鑑 別は通常困

難である。今後,食 道嚢胞の診断には嚢胞性疾患の描

出にすぐれた超音波内視鏡検査が有用であろうと考え

るり.食 道襲胞が次第に増大して圧迫症状を呈したり,

襲胞が胸腔内に穿破 して膿胸を起 こした症例の報

告lい
～1めもあるので,治療については無症状であっても

手術的に摘出するのが望ましいものと思われる。

術前に食道平滑筋腫 と疑診 し,摘 出標本の病理組織

学的検索の結果,食 道襲腫 と半」明した37歳,女 性の 1

例を報告 し,併 せて若子の文献的考察を加えた。

臨床的指導をしていただいた鹿児島県立鹿屋病院外科

立和国亘先生,船迫 進 先生,また病理学的指導をしていた

だいた鹿児島大学第 2病理学教室 清 水 健 先生に深謝い

たします。
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